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令和８年度 学校経営計画書 

 

学校番号 ６ 学 校 名 静岡県立熱海高等学校 校 長 名 飯嶋 雄三 

１ スクール・ミッション 

三島・田方地域及び熱海市内唯一の小規模公立高校としての特性を活かし、生徒の成長支援を目的と

した教職員間の共通理解を行い、生徒と教職員間の良質な人間関係を基盤とした教育活動と、地元自治

体や企業等と連携した探究活動や教科横断的な取組等の多彩な教育活動を展開し、生徒の思考や行動力

を地域の活性化に繋げ、地域社会に積極的に参画し貢献することで有為な人材の育成を目指すととも

に、「行きたい学校づくり」支援事業による教育活動の自走化を確立し、その取組の中で生徒の自己肯

定感・有用感を高め、学校の魅力化・特色化を実現する。 

２ 目指す学校像 

(1) スクール・ポリシー 

グラデュエーション・ポリシー カリキュラム・ポリシー アドミッション・ポリシー 

「剛毅・優雅」の校訓のもと、 

卒業時に身に付けることを目

指す内容として、以下の３つの

「力」を設定し、変化する社会

に積極的に対応する能力・意

欲・創造性を持った人間を育成

する。 

・挑む力(主体性を持って挑戦し

続ける力) 

・関わる力(他者と関わり、社会

に参画し続ける力) 

・学ぶ力(生涯にわたり成長し続

ける力) 

(1) 自発的に学習し、自主的に判

断し、自律的に行動できる人間

を育成する。 

(2) 民主的な社会の形成者とし

て、敬愛と協力の精神を持ち、

誠実に生き、地域の次世代の活

性化のために行動できる、心身

ともに健全な社会人を育成す

る。 

(3) 小規模高校としての特性を

生かし、コース制、総合的な探

究の時間や学校設定科目を展

開し、幅広い学力層の生徒一人

ひとりの能力、適性、進路に応

じた教育を推進し、個性と能力

の伸張を図る。 

次のような学びの場を設定す

る。 

(1)小規模校、小人数教育のメリ

ットを活かしたカリキュラム

編成により、「生きる力」「確か

な学力」を身に付ける。 

(2) １年次で学校設定科目「キャ

リアアップ」を開講し義務教育

段階での学習内容の基礎・基本

から学び直しを行い、基礎学力

の定着と中高の学習内容の効

果的な接続に繋げる。 

(3)２年次から進学コース（文

系・理系）、観光ビジネスコー

ス、福祉コースに分かれ、一人

ひとりの進路に応じたカリキ

ュラムにより学ぶ。 

(4) 観光ビジネスコースでは「観

光ビジネス」、福祉コースでは

「介護福祉基礎」等の実習を通

じて実践力を身につける。 

(5) 総合的な探究の時間では、豊

富な地域資源を使った学びを

準備し、地元企業・自治体とと

もに地域課題をテーマに調査

し、解決策を探究する。 

(6)３年次に学校設定科目「キャ

リア・マネジメント」を履修し、

縦割りの探究活動での取り組

みを生かした生徒自身の他の

生徒との関りの場を提供する

ことで他人と関わる力を涵養

するとともに進路実現に向け

た活動を行う。 

次のような意欲や関心を持つ

生徒の入学を求める。 

(1) 本校で学びたいという強い

意志を持つ生徒。 

(2) ３つのコース制（進学・観光

ビジネス・福祉）の特色をよく

理解している生徒。 

(3) 入学後も明確な目的意識を

持って、学習や部活動、特別活

動等に積極的に取り組む意欲

のある生徒。 

(4)中学校まで取り組んだ探究活

動を継続・発展させ、高校生活

でも探究活動に意欲的に取り

組み、地域社会に貢献しようと

する意欲を持った生徒。 

(5) 進路実現のために広い視野

で考え、継続的な努力ができる

生徒。 

(6) 自分や仲間を大切にする気

持ちと公共心を強く持った生

徒。 

(7) 他者と協働しながら、地域社

会や国際社会に貢献しようと

する意欲のある生徒。 

(8) 高校での様々な体験を通じ

て自身の個性や長所を伸ばそ

うとする向上心を持つ生徒。 
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 (2) スクール・ポリシー具現化の柱 

ア 教職員全体の共通理解のもと、生徒理解に基づく丁寧な個別指導、個別支援を行うことで生徒

個人内の規範意識の向上を図るとともに、保護者と連携して基本的な生活習慣を自己管理できる

姿勢・能力を育成する。 

イ 生徒の能力や適性を正確に把握し、個に応じた教育活動を実践するとともに、教員個々が授業

力の向上に努めて魅力ある授業を行い、生徒の学習意欲の喚起や家庭学習の習慣化につなげるこ

とにより、主体的な学習態度を確立する。 

ウ ３年間を見通した体系的・系統的なキャリア教育を実践し、生徒がビジョンを持って自らの生

き方や仕事に対する勤労観・倫理観・価値観について考え、高い目標を掲げて進路活動を行い努

力し進路実現に結び付ける力を育む。 

エ 「総合的な探究の時間」及び「キャリア・マネジメント」での３年間の系統的で継続的な探究

活動により、自身が興味・関心を持った課題について意欲的に探究し、周囲と協働しながら課題

解決を図ろうとする実践力と発信力を育成する。 

オ 部活動や特別活動の充実に努めることにより、生徒の達成感や自己肯定感、自己有用感を高め、

意欲を持って学校生活を送る生徒の取組を支援する。 

カ 教育活動の様々な場面を活用して人間関係づくりを重視した取組を実践するとともに、道徳的

価値の自覚を高める指導を通じ、生徒の人格形成を図り、自他を認め、多様性を尊重する態度を

育成する。 

キ 「読書県しずおか」を理念とした「静岡県こども読書活動推進計画(第四次改訂)」に則り、「読

書センター」「学習センター」「情報センター」としての学校図書館に求められる各機能の充実を

とおした読書環境の整備に努め、読書習慣を身に付けさせることにより、豊かな人間力を育成し、

生涯にわたる学びの基盤を築き、豊かな人間性を育む。 

ク 生徒の健康管理に対する意識を向上させるとともに、教育相談や特別支援教育を充実させ、生

徒の成長・発達を支える相談体制等の充実及び支援機関等との連携に努める。 

ケ 生徒が安心・安全な学校生活を送れるよう、自ら危険を予測し回避する力を養うとともに、地

域から期待される地域支援の構成員としての自覚を高め、実践に繋がるよう奉仕の精神を育成す

る。 

コ 学校の教育活動の様子を積極的に情報発信し、地域人材・資源を活用して生徒を教育し、地域

の活性化に資する人材育成を行うことで、地域と密接に連携した学校づくりを推進する。 

サ 観光が基幹産業である熱海の特性を踏まえ、国際感覚や多様性を身につけた、地域社会に貢献

できる人材を育成する。 

シ  生徒が教育活動に専念できるよう、学校施設の安全安心を確保し「学びの場」に相応しい教育

環境を整備・維持する。 

ス 学校の組織力を高め、学校全体として教育に当たる体制を構築するために、管理職による個々

の教職員の業務量管理と健康状況管理を常に行い、必要な支援を行う。また、教職員の業務の適

正化・効率化を図るとともに、これからの教育課題に適切に対応することを目的に管理職等から

種々の情報提供を行うことで教職員自らが各々のキャリアステージに応じて必要な資質能力を

育み、生徒に対して効果的な教育活動を行える環境を整備する。 

３ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 

担当

部署 

ア 

日々の生徒との関わりを大

切にして、個に応じた「温

かく」かつ「丁寧な」指導

を充実させ、欠席、遅刻、

早退の減少を図り、中途退

学者の減少につなげる。 

保護者・養護教諭・ＳＣとの密接

な連携(C-learningの活用)。 

面接週間・個別面談の実施。 

新入生の初期指導の実施。 

欠席、遅刻、早退の原因を分析し

学年団で早期に対応する。 

１日あたりの全校生徒欠

席人数５人、遅刻人数２

人、早退人数１人未満にす

る。 

中途退学者を３人以内に

する。 

教務 
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学校全体で成長を求める雰

囲気と環境をつくる。指導

基準を統一し、全教員で指

導に当たることで生徒の規

範意識を高める。 

昇降口で登校指導を毎日実施。積

極的に声をかけ、相互理解を深め

る。 

職員会議などでの職員研修に加

え、統一朝礼-終礼等で成長のた

めの継続的な指導を行う。 

生徒指導件数前年比 90％ 

生徒 

イ 

知的好奇心を喚起し、生徒

の人生にとって有意義な魅

力ある授業を実践し、育成

すべき「資質・能力の三つ

の柱」の向上を図る。 

丁寧でわかりやすい授業を

心がけ、家庭学習の習慣化

を推進し、基礎学力を定着

させる。 

学習者(生徒)の将来を考えた授

業改善。 

グループワーク、課外授業、実験、

フィールドワークなど多様な授

業方法の探究。 

生徒の実態に合わせ、観点別評価

に基づいた教科指導体制の見直

し・改善。 

ＩＣＴ機器の効果的な活用。 

ＣＵでの学び直しによる支援。 

公開授業週間における授

業参観を、全ての教員が年

２回以上行う。 

教務 

教員研修を学期に１回以

上行うことにより、授業評

価「授業がわかる生徒」

75％以上を達成する。 

生徒の家庭学習時間 30 分

以上の生徒を 50％にする。 

ウ 

「進路の手引き」を有効活

用し、計画的に生徒のキャ

リア形成のための進路指導

を実施する。 

地元企業や大学、専門学校

等との連携により進路行事

を充実させ、進学先、就職

先の開拓につなげる。 

教職員間で情報共有を図

り、生徒が意欲的に、より

高い進路希望を掲げて地道

に努力するよう、その実現

に向けての実力を養成す

る。 

「キャリア通信」を月１回以上発

行 

「キャリア通信」を月 1回

以上発行することにより、

進路意識の向上 85％以上 

キャ

リア 

地域人材活用を年１回以上実施 

小集団での進路行事を年１回以

上実施 

保育・介護体験実習を年１回実施

（１年） 

インターンシップを年１回実施

（２年） 

類型の特色を活かした類型実習

を年１回以上実施（２、３年） 

進路行事参加率 100% 

保育・介護体験実習及び類

型実習の参加率 100%、イン

ターンシップ・オープンキ

ャンパスの参加率 100% 

昼休みや放課後の個別指導 

早期からの作文（志望理由書や履

歴書）指導 

早期からの所作・面接指導 

模擬試験の活用を個別に実施 

第一志望進路先への合

格・内定 85％以上 

エ 

「総合的な探究の時間」で

は、授業を通して自身の興

味・関心のある課題を見つ

け、その解決に向けて、教

員、外部講師、グループの

仲間と協働する。 

教員の特性を活かしつつ、地域の

課題について自治体及び地元企

業、大学等と連携し、解決策を構

想する。 

校内の課題について、生徒が中心

となって仲間と協力しながら解

決策を考える。 

地域課題の解決策を１つ

以上実行する。外部で行わ

れるコンクールや発表会

に１団体以上参加する。 

「総合的な探究の時間」の

授業満足度 80％以上を達

成する。 
キャ

リア 
「キャリア・マネジメント」

では、卒業後の進路を見据

えた課題の設定や解決方法

を身につけ、発信する技術

や態度を養う。 

縦割りの分野別活動を通して、コ

ミュニケーション力、協調性、情

報収集能力、課題解決能力を育成

する。 

自らの生涯を展望し、進路実現に

向けた準備を行う。 

進路決定率 90％以上を達

成する。 

「キャリア・マネジメン

ト」の授業満足度 80％以上

を達成する。 

オ 

生徒が主体的に取り組む環

境と雰囲気をつくり、達成

感や自己肯定感、自己有用

行事前に生徒協議会を実施 

行事前後のアンケート実施で生

徒の意見を汲み上げる 

学校行事に対する生徒満

足度 80％以上 生徒 
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感を育む。 

部活動や生徒会活動へ意欲

を持って参加する生徒の割

合を増やし、学校の活性化

につなげる。 

大会や校外での活動に積極的に

参加することで、目標や目的をも

って活動できるようにする 

３部活以上の県大会出場 

部活動満足度 80％以上 

カ 

HR、学年集会、全体集会な

どの教育活動の様々な場面

で、道徳的価値を高める指

導を通じ、生徒の人格形成

を図り、自他を認め多様性

を尊重する態度を養う。 

各集会を各学期１回以上の実施 学校生活アンケートにお

ける自己肯定感満足度前

年比 100％以上 

生徒 

オリエンテーションの実施(１年

生・年１回)、SSTの実施(全学年・

各学期)、学校生活アンケートの

実施(５月、７月、９月、11 月、

１月、３月) 

学校生活アンケートにお

ける友人関係満足度が各

学年前年比 100％以上（前

年度：１年・94.3%、２年・

97.0%）※新１年生は 95%

以上 

教育 

相談 

キ 

学習環境や読書環境、生徒

にとって居心地の良い環境

を整備し、読書週間を定着

させ、読書量の増大及び質

の改善を目指す。 

図書室の配置リニューアル。 

図書委員会の定期的な開催。 

装飾のアイディアを生徒から募

集し、実施計画を立案する。 

生徒主体で学期ごと(計３

回)の図書室内外の装飾を

実施する。 
図書 

原則週に２回の図書室の開放。 

平常授業日に毎日の朝読書実施。 

図書室の図書貸出数を年

間 200冊以上にする。 

ク 

生徒が心身ともに安心して

快適に過ごせるよう、生

徒・保護者の健康管理に対

する意識を向上させ、安

心・安全な教育環境を整備

する。 

「保健だより」の月１回発行 

朝食摂取率向上の取組として市

の食育担当者と生徒の実態に応

じた講座の開催 

朝食摂取率 80％以上 

保健 

特別支援教育教員研修の実施(全

教員対象・年１回)、心理アドバ

イザー面談（全教員対象・月 1

回） 

研修や面談を通して特別

支援教育に関する理解が

深まったと答える教員 90%

以上 

教育

相談 

ケ 

生徒の危険への予測・対応

力を育成するとともに、奉

仕活動等を通じて地域貢献

意欲を高める。 

ボランティア活動の募集・周知。 

奉仕活動の実施。 

通学路の美化保全。 

ウルトラ大掃除や通学路

清掃など奉仕活動を年２

回以上実施する。 
総務 

防災教育の実施。 

地域防災訓練参加への呼びかけ。 

地域伝統行事参加への呼びかけ。 

地域防災訓練参加率を

50％以上達成する。 

コ 

広報活動を充実させ、生

徒・保護者・地域に対し、

学校の特徴的な取り組みや

成果についての理解を広

め、生徒募集の増加につな

げる。地域との連携を深め、

地域に根ざした教育を実践

することにより、地域から

信頼される学校づくりにつ

なげる。 

中学校訪問(教員・生徒)の実施。 

ＨＰ・インスタグラムの定期的な

更新。 

生徒による広報動画・ポスター等

の作成。 

中学生にとって魅力的なオープ

ンスクールや生徒主体の一日体

験入学の計画・実施。 

中学校訪問(２ヶ月に１回

程度)、生徒による広報活

動・ポスター等の作成(桃

陵祭まで)、ＨＰ・インス

タグラム更新(週１回以

上)を行う。 
教務 

オープンスクール参加者

数 50 人以上、一日体験入

学参加者数 80 人以上を達

成する。 

ＰＴＡ活動の活性化と効率化 ＰＴＡ活動への保護者参

加数を計50人以上にする。 
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サ 

外郭団体と連携し、生徒が

グローカルな視点を身につ

ける場を提供し、積極的な

交流により異年齢・異文

化・様々な業種への理解を

深め、地域に貢献できる人

材を育成する。 

外部講師を招請した授業実施。 

教室外(図書室やパソコン室等)

や校外での授業やフィールドワ

ークの実施。 

各コースにおいて、年間１

回以上外部講師を招請し

た授業及び校外学習を行

う。 

授業アンケートにおける

満足度 80％以上を達成す

る。 

教務 

シ 

生徒や職員が安心して過ご

せる教育環境を整える。 

施設設備の点検 

危険箇所の周知及び改善 

施設設備の巡回点検月１

回 

施設設備に係る生徒事故 0

件 

事務 

ス 

学校の組織力を高め、学校

全体として教育に当たる体

制を構築するために、管理

職による個々の教職員の業

務量管理と健康状況管理を

常に行い、必要な支援を行

う。また、教職員の業務の

適正化・効率化を図るとと

もに、これからの教育課題

に適切に対応することを目

的に管理職等から種々の情

報提供を行うことで、教職

員自らが各々のキャリアス

テージに応じて必要な資質

能力を育み、生徒に対して

効果的な教育活動を行える

環境を整備する。 

校務分掌や学年組織、部活動等に

おける役割分担と整理統合によ

る業務内容の平準化と教育活動

や組織を再点検する。 

部活動ガイドラインを遵守する。 

管理職による声掛や通信等によ

る長時間勤務を避ける意識付け

をする。 

月 80 時間の時間外業務時間を超

えた教職員に対し「長時間勤務者

疲労蓄積度自己診断チェックリ

スト」による管理職面談の確実な

実施と医師との面談を推奨する。 

 

時間外在校等時間の対前

年比減少。 

完全退庁時間(19時 45 分)

の徹底。 

定時退勤日実施率 80％。 

業務改善及び「自らの働き

方を自己管理できており、

適切である」適切であると

考える教職員の割合 100％

(意識調査) 

タイムマネジメント、業務

の効率化・デジタル化、部

活動ガイドラインに則っ

た実施等に関する意識付

けのための情報提供年間

(10回以上)と研修の実施。 

管理

総務 

 

 

 

 

 

 

 


